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ⓒシンエイ／西東京市
いこいーな

FM放送「西東京市からのお知らせ（84.2MHz）」放送中！この面の内容は、４月17日㈪・20日㈭・26日㈬の①午後0時45分　②午後8時から放送予定です。

主な内容
平成29年度 総合計画事業の主な取組 � �2
ハンサムMamaプロジェクト � �7
安全・安心なまちを目指して � �8
下野谷遺跡を知ろう！楽しもう！ � �8
祝 人 口 2 0 万 人 突 破！ � �8

平成29年度予算が成立しました！
　平成29年度予算は、引き続き厳しい財政状況の中でも、待機児童
対策の充実、市民の健康づくりの推進、教育環境の充実など、これ
からのまちづくりに対応していくための予算として編成しました。
※各予算額は原則として表示単位未満を四捨五入していますので、
合計と一致しない場合もあります。
� ◆財政課np042－460－9802

　一般会計� 702億2,900万円
　��（前年度比�２億3,700万円・0.3％増）

　特別会計� 464億6,927万円
　（前年度比�３億1,060万円・0.7％増）

　合　　計� 1,166億9,827万円　�（前年度比�５億4,760万円・0.5％増）
一 般 会 計

歳入・歳出の（　）内は「市民1人当たり」の金額です。
※「市民1人当たり」の金額は、平成29年3月1日現在の
西東京市の人口(19万9,627人)で計算しています。

平成26年度からご負担いただく税が増えています。その内容と増えた分の使い道は次のとおりです。
【個人市民税均等割】
�増えた分：納税者１人当たり年額500円
	 （平成26～35年度）
	 ⇒平成29年度歳入予算のうち
	 　4,948万円	
�使 い 道：	被災者生活再建支援システムの導入、災害時緊急物資の充

実・防災備蓄倉庫の整備などの防災・災害対策のために

【地方消費税交付金】
�増えた分：	消費税５％→８％になった	

ことによる地方への交付金
	 	⇒平成29年度歳入予算のうち
	 　		18億8,100万円	
�使 い 道：	待機児童対策や介護保険などの	

社会保障のために

民生費消防費

区分 平成29年度予算額 増減率
特別会計 464億6,927万円 0.7%
　国民健康保険特別会計 227億2,222万円 △0.9%
　下水道事業特別会計 29億 314万円 △13.8%
　駐車場事業特別会計 1億3,104万円 △0.8%
　介護保険特別会計 163億2,036万円 5.4%
　後期高齢者医療特別会計 43億9,251万円 3.5%

２面の
「総合計画事業」の

紹介で、
さらに市の取組が
分かります！

より詳しい内容は、
情報公開コーナー・
市kにある

『平成29年	予算の概要』　
をご覧ください。

特 別 会 計

平成29年度は、本市が目指す「健康」応援都市の実現に向けた実行予算として、
関連する各種事業の充実のほか、待機児童解消に向けた取組などをはじめとする、
本市の重要課題に積極的に取り組む予算となっています。一方で、本市の財政は大
変厳しい状況にあり、多様化する市民ニーズに対応するため、第４次行財政改革大
綱アクションプランの推進などにより財源を確保する中で、予算編成を行いました。
一覧でお示ししている主要な事業をはじめ、子育て・教育環境の充実、市民の
健康づくりの支援、災害に強く快適なまちづくり、地域資源の活用・地域産業の
活性化などの事業に取り組んでまいりますので、市民の皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。

新年度予算について

西東京市長
丸山　浩一

総務費

●	第２次総合計画後期基本計画の策定に伴い（仮称）若
者サミットを開催

●	庁舎統合方針に基づく仮庁舎基本設計等の実施
●	泉小学校跡地の活用
●	特殊詐欺被害防止対策の充実

民生費

●	地域医療福祉拠点モデル事業の検討
●	障害者（児）スポーツ支援事業の拡充
●	親子で学べる場づくりの実施
●	認可外保育施設保護者助成の充実
●	私立幼稚園預かり保育の充実（教育費分もあり）

衛生費

●	骨髄移植ドナー支援事業の実施
●	みどりの散策マップを活用した事業（土木費分もあり）
●	水銀含有製品の回収事業の実施
●	ごみ収集業務最適化に向けた取組の推進

商工費
●	女性の働き方サポート推進事業の実施
●	創業サポート施設開設支援の推進
●	まち歩き観光の推進

工
事
中

土木費

●	ひばりヶ丘駅北口バリアフリー化事業の実施
●	空き家対策の拡充
●	ひばりヶ丘駅北口地区に新たな自転車駐車場用地を
取得

消防費

●	耐震性防火貯水槽の整備（ひばりヶ丘駅北口・南口駅
前広場内）

●	災害時被災者生活再建支援システムの導入
●	市立小・中学校への避難者用非常用飲料水の配備

さんすう

教育費

●	特別支援教室の小学校全校試行開設
●	中学校通級指導学級の開設に向けた施設整備
●	学力向上対策事業の実施
●	「夢・未来講演会」の実施
●	私立幼稚園の特別支援教育に対する支援

目玉事業はコレだ！平成29年度の

歳　入
702億2,900万円
市民１人当たり
35万1,801円

歳　出
702億2,900万円
市民1人当たり
35万1,801円

市税
314億7,359万円
（15万7,662円）�44.8％

市民税などの納めて
いただいた税金

繰入金
28億143万円
（1万4,033円）
4.0％

その他の
自主財源
31億2,566万円
（1万5,657円）
4.5％

基金（市の貯金）から
繰り入れたお金

保育料、施設の使用料、
ごみ収集手数料など

国庫支出金　
113億5,382万円
（5万6,875円）�16.2％

都支出金
88億4,813万円
（4万4,323円）�12.6％

使い方が定められている
国からの補助金や負担金

地方交付税�
30億6,600万円
（1万5,359円）�4.4％
使い方が定められてい
ない国からの交付金

使い方が定められている東京都
からの補助金や負担金

その他の
依存財源　
47億4,799万円
（2万3,784円）
6.8％
その他の使い方が定め
られていない国や東京
都からの交付金など

市の権限で
収入できる財源

374億67万円
（18万7,353円）��
53.3％

自主財源市債
48億1,240万円
（2万4,107円）�
6.9％

学校整備や都市計画
街路など建設事業な
どのための借入金

328億2,833万円
（16万4,448円）��46.7％
国や都などの基準や意思決
定に従い収入される財源

依存財源

〈民生費〉
児童福祉費
149億5,519万円
（7万4,916円）
21.3％

〈民生費〉
生活保護費
76億5,403万円
（3万8,342円）
10.9％
生活保護のために 374億7,985万円

（18万7,749円）
53.4％

49億299万円
（2万4,561円）
7.0％

福祉サービスの
提供のために

子どもの福祉の
ために

ごみ収集や健康の
ために

民生費

衛生費

〈民生費〉
社会福祉費
148億7,063万円
（7万4,492円）
21.2％

高齢者や障害者への
福祉サービスやその
ほかの福祉のために

行政運営やコミュ
ニティの推進など
のために

59億9,199万円
（3万16円）
8.5％

67億95万円
（3万3,567円）
9.5％

49億1,059万円
（2万4,599円）
7.0％

25億852万円
（1万2,566円）
3.6％

67億6,961万円
（3万3,911円）
���9.6％

工
事
中

９億6,452万円
（4,832円）
1.4％

土木費
消防費

公債費

総務費
その他

さんすう

道路や公園などを
整備するために

防災対策などの
ために

借入金の返済
のために

議会運営や、農商工業
の発展などのために

教育やスポーツの
充実のために

教育費


